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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

回次 
第13期 

第２四半期 
連結累計期間 

第12期 

会計期間 
自 2020年９月１日 
至  2021年２月28日 

自  2019年９月１日 
至  2020年８月31日 

売上高 (千円) 1,606,243 1,829,843 

経常利益 (千円) 472,989 216,120 

親会社株主に帰属する 
四半期(当期)純利益 

(千円) 310,317 164,228 

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 310,317 164,228 

純資産額 (千円) 820,205 509,888 

総資産額 (千円) 2,352,125 1,677,151 

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 48.29 25.56 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益 

(円) ― ― 

自己資本比率 (％) 34.8 30.4 

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) 523,218 356,547 

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) △110,074 △37,479

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) ― 398,345 

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(千円) 1,529,465 1,116,321 

回次 
第13期 

第２四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自 2020年12月１日 
至  2021年２月28日 

１株当たり四半期純利益 (円) 24.43 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社株式は非

上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。 

４．当社は2020年12月18日開催の取締役会決議により、2021年１月21日付で普通株式１株につき30株の割合で株

式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。 

２ 【事業の内容】 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 
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第２ 【事業の状況】 

１ 【事業等のリスク】 

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。なお、新型コロナウイルス感染症による影

響は、今後も動向を注視してまいります。 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による二度目の緊急事態宣言

が発令され、当該感染症の収束の兆しが見えぬまま、経済の下振れリスクを内包した状況で推移しました。 

このような状況の下、在宅ワークが定着した環境下におけるオンラインセールスの手法を必要とする多くの中小、

中堅企業からご発注を頂くこととなり、過去最高の経営成績を収めました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,606,243千円、営業利益は469,879千円、経常利益は

472,989千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は310,317千円となりました。 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、2,352,125千円となり、前連結会計年度末に比べ674,973千円の

増加となりました。これは主に、現金及び預金が413,143千円、繰延税金資産が92,037千円、売掛金が80,056千円増

加したことによるものであります。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、1,531,919千円となり、前連結会計年度末に比べ364,655千円の

増加となりました。これは主に、前受金が217,038千円、未払法人税等が110,621千円増加したことによるものであり

ます。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、820,205千円となり、前連結会計年度末に比べ310,317千円の

増加となりました。これは、四半期純利益を310,317千円計上したことによるものであります。 

(2)キャッシュ・フロー に関する説明

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」とする）の残高は、前連結会計年度末

に比べ413,143千円増加し、1,529,465千円となりました。

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、523,218千円の収入となりました。これは主に、税金等調整前当期純利 

  益472,989千円、前受金の増加217,038千円、法人税等の支払額144,212千円などによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、110,074千円の支出となりました。これは主に敷金の差入による支 

  出34,995千円、無形固定資産の取得による支出34,485千円、有形固定資産の取得による支出30,584千円、投資有 

  価証券の取得による支出10,050千円などによるものであります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の借換によるものであり、資金の増減はありません。 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 25,704,000 

計 25,704,000 

② 【発行済株式】

種類 
第２四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(2021年２月28日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(2021年５月20日) 

上場金融商品取引所 
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 6,426,000 6,426,000 非上場 

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であ
ります。 

計 6,426,000 6,426,000 ― ― 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 
(株) 

資本金増減額 
(千円) 

資本金残高 
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金 
残高 
(千円) 

2021年１月21日（注） 6,211,800 6,426,000 － 49,050 － 39,050 

(注) 株式分割（1：30）によるものであります。 

(5) 【大株主の状況】

2021年２月28日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 

(株) 

発行済株式 
(自己株式を 
除く。)の 

総数に対する 
所有株式数 
の割合(％) 

JPM株式会社 東京都豊島区東池袋四丁目５番１号 3,000,000 46.69 

三浦陽平 東京都豊島区 2,791,200 43.44 

K&Pパートナーズ２号投資事業有
限責任組合 

東京都千代田区内神田一丁目２番１号 273,000 4.25 

K&Pパートナーズ３号投資事業有
限責任組合 

東京都千代田区内神田一丁目２番１号 153,000 2.38 

三浦和広 東京都豊島区 128,520 2.00 

識学1号投資事業有限責任組合 
無限責任組合員 

東京都品川区大崎二丁目９番３号大崎ウエス
トシティビル１階

51,390 0.80 

阿部光良 東京都中野区 19,290 0.30 

若林稔 埼玉県さいたま市北区 4,800 0.07 

株式会社コバ 東京都世田谷区砧８丁目30番１号 4,800 0.07 

計 ― 6,426,000 100.00 
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

  2021年２月28日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ― 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

6,425,800 
64,258 

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式であります。また、１単元
の株式数は100株であります。 

単元未満株式 
普通株式 

200 
― ― 

発行済株式総数 6,426,000 ― ― 

総株主の議決権 ― 64,258 ― 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。 



―7― 

２ 【役員の状況】 

前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。 

(1) 新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 
所有株
式数 
(株) 

就任年月日 

取締役 

クリエイティブ

事業部長 

小山田 明人 1982年９月８日 

2005年４月 ㈱SMBCコンシューマーファイナ

ンス入社

（注） ― 
2020年 

12月１日 

2007年３月 ㈱JOYOVERFLOWS設立 代表取締

役 

2015年２月 ㈱ラピッドプログレス 取締役 
2015年４月 ㈱ネクストアド設立 代表取締

役（現任） 
2020年12月 当社取締役（現任） 

テックジェンス㈱ 取締役（現

任）

(注)2021年１月21日開催の臨時株主総会の終結のときから、選任後１年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関

する定時株主総会の終結のときまでであります。 

(2) 役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日 

取締役システム統括部長 取締役クリエイティブ事業部長 大嶋 優太 2020年12月１日 

(3) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性９名 女性－名 (役員のうち女性の比率－％) 
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第４ 【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の

２第１項の規定に準じて、第２四半期連結会計期間（2020年12月１日から2021年２月28日まで）及び第２四半期連結累

計期間（2020年９月１日から2021年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人に

よる四半期レビューを受けております。 

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例 

 当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同 

四半期との対比は行っておりません。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(2020年８月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2021年２月28日) 

資産の部 

  流動資産 

 現金及び預金 1,116,321 1,529,465 

 売掛金 297,284 377,340 

 その他 44,511 59,830 

 貸倒引当金 △84,887 △96,422

 流動資産合計 1,373,229 1,870,214 

  固定資産 

 有形固定資産 58,648 66,904 

 無形固定資産 24,040 64,154 

  投資その他の資産 

 繰延税金資産 160,677 252,715 

その他 60,554 98,135 

投資その他の資産合計 221,232 350,851 

 固定資産合計 303,921 481,910 

  資産合計 1,677,151 2,352,125 
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(単位：千円) 

前連結会計年度 
(2020年８月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2021年２月28日) 

負債の部 

  流動負債 

   買掛金 33,430 69,903 

 短期借入金 450,000 450,000 

 未払法人税等 144,212 254,833 

 前受金 300,963 518,002 

  未払金 92,417 71,648 

 その他 140,841 164,143 

 流動負債合計 1,161,864 1,528,532 

  固定負債 

 資産除去債務 3,385 3,387 

 その他 2,013 － 

 固定負債合計 5,398 3,387 

  負債合計 1,167,263 1,531,919 

純資産の部 

  株主資本 

   資本金 49,050 49,050 

 資本剰余金 46,783 46,783 

 利益剰余金 413,560 723,877 

 株主資本合計 509,394 819,711 

  新株予約権 494 494 

  純資産合計 509,888 820,205 

負債純資産合計 1,677,151 2,352,125 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年９月１日 
至 2021年２月28日) 

  売上高 1,606,243 

  売上原価 314,632 

  売上総利益 1,291,610 

  販売費及び一般管理費 ※１ 821,731

  営業利益 469,879 

  営業外収益 

 受取利息 6 

 違約金収入 2,844 

 その他 1,324 

 営業外収益合計 4,174 

  営業外費用 

 支払利息 1,064 

   営業外費用合計 1,064 

  経常利益 472,989 

  税金等調整前四半期純利益 472,989 

  法人税、住民税及び事業税 254,709 

  法人税等調整額 △92,037

  法人税等合計 162,672 

  四半期純利益 310,317 

非支配株主に帰属する四半期純利益 - 

  親会社株主に帰属する四半期純利益 310,317 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年９月１日 
至 2021年２月28日) 

  四半期純利益 310,317 

  四半期包括利益 310,317 

 (内訳) 

 親会社株主に係る四半期包括利益 310,317 

  非支配株主に係る四半期包括利益 － 
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円) 

当第２四半期連結累計期間 
(自  2020年９月１日 
至  2021年２月28日) 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前四半期純利益 472,989 

 減価償却費 7,050 

 貸倒引当金の増減額(△は減少) 11,534 

 受取利息及び受取配当金 △6

 支払利息 1,064 

 売上債権の増減額(△は増加) △80,056

  前受金の増減(△は減少) 217,038 

 仕入債務の増減額(△は減少) 36,473 

  未払金の増減額(△は減少) △13,009

 その他 15,674

 小計 668,754 

 利息及び配当金の受取額 6 

 利息の支払額 △1,330

 法人税等の支払額 △144,212

 営業活動によるキャッシュ・フロー 523,218 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 

 有形固定資産の取得による支出 △30,584

 無形固定資産の取得による支出 △34,485

 投資有価証券の取得による支出 △10,050

 敷金保証金の差入による支出 △34,995

 敷金保証金の回収による収入 40 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △110,074

  財務活動によるキャッシュ・フロー 

 短期借入れによる収入 400,000 

 短期借入金の返済による支出 △400,000

 財務活動によるキャッシュ・フロー - 

  現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 413,143 

  現金及び現金同等物の期首残高 1,116,321 

  現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,529,465 
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【注記事項】 

(追加情報) 

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り） 

 新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の(追加情報)（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に

関する会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について

重要な変更はありません。 
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(四半期連結損益計算書関係) 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

当第２四半期連結累計期間 
(自  2020年９月１日 
至  2021年２月28日) 

給与手当 300,515千円 

貸倒引当金繰入額 30,205〃 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。 

当第２四半期連結累計期間 
(自  2020年９月１日 
至  2021年２月28日) 

現金及び預金 1,529,465千円 

現金及び現金同等物 1,529,465千円 

(株主資本等関係) 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】 

当社は、ワーク・イノベーション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 



―18― 

(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
当第２四半期連結累計期間 
(自  2020年９月１日 
至  2021年２月28日) 

  １株当たり四半期純利益 48円29銭 

(算定上の基礎) 

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 310,317 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 
四半期純利益(千円) 

310,317 

普通株式の期中平均株式数(株) 6,426,000 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要 

― 

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社株式は非上場で

あり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

２.当社は、2021年１月21日付けで普通株式１株につき30株の割合で株式分割を行っております。当連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

２ 【その他】 

該当事項はありません。 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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